




3. 安全及び取扱い上のご注意
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  警  告
この説明書では､注意事項を下記のように｢警告｣｢注意｣の2つに区分して表示しています｡
内容をよく理解されてから本文をお読みください。

 警　告： 誤った取扱いをすると､人が死亡または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示しています。

 注　意： 誤った取扱いをすると､人が傷害を負う可能性が想定される内容およ
び物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

●安全のため以下の注意事項を必ず守ってください。

  注  意
電源を入れると、こて先温度は200～480°Cの高温に達します。

取扱いを誤ると、やけど・火災の恐れがありますので、以下の注意事項を必ず守ってください。

●こて先周辺の金属部分に触れない。

●燃えやすいものの近くで使用しない。

●周囲の人に｢高温につき危険である｣ことを知らせる。

●使用を中断･終了する時や､その場を離れる時は電源を切る。

●部品交換時や収納時は必ず電源を切り、十分に冷えたことを確認する。

●事故や故障につながりますので､以下の注意事項を必ず守ってください。

●はんだ付け以外の用途で使用しない。

●はんだかすを取るために、こてを作業台に打ちつけるなど強い衝撃を与えない。

●本品を改造しない。

●交換部品には､純正部品を使用する。

●水につけたりぬれた手で使用しない。

●はんだ付けする際、煙が発生しますので、よく換気をする。

●その他危険と思われる行為は行わないでください。
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●９００Sの分解の仕方

1. コード側に断熱カバー②をずらし、ヒーター固定ネジ①を
はずします。

2. 袋ナット③を取りはずします。
3. こて先④を取りはずします。
4. こて先側にヒーター⑤とコードを引っぱり、グリップ⑥か
らはずします。センサー及びヒーターの抵抗値を測定し
てください。抵抗値は９０７/９０８と同様です。（交換方法は交
換部品付属の説明書を参照）

1. 温度を４８０℃に設定し、接続コードを様々な角度から、コー
ドブッシュの部分も含めねじったり曲げる等します。通電
ランプが点滅する場合、コードを交換してください。

注意

接続コードが正常でも、４８０℃に達すると点滅します。

2. プラグのピンとターミナルリード線の間の抵抗値を測
定します。
ピン１-赤　ピン２-青　ピン３-緑　ピン４-白　ピン５-黒　
抵抗値：０Ω
０Ω以上または∞の場合、交換してください。

ヒューズのはんだを取り除き、新しいヒューズをはんだ付け
します。（「部品リスト」の図を参照）

2. 接続コード切れ
接続コードを調べるには以下２通り
の方法があります。

3. ヒューズ交換
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4. 各部説明

こてホルダー
クリーニング
スポンジ（大）

クリーニング
スポンジ（小）

接続コード

こて台ベース

ヒーター通電ランプ

温度調節ツマミ

ノブマウント

電源スイッチ

CAL用 フ タ /CAL

六角レンチ

5. 使用方法
注意 本品は圧縮タイプのスポンジを使用しています。水にぬらすと膨張します。必ずスポ

ンジをぬらしてお使いください。そのまま使用すると大切なこて先をだめにしてしまう
ことがあります。

A.こて台
1. クリーニングスポンジ（小）
水にぬらして固くしぼります。こて
台ベースの４つの穴のどれかに入
れます。

2. 図のように水を適量入れます。
スポンジ（小）が水を吸い上げ、スポ
ンジ（大）はいつも湿った状態を保
てます。

3. スポンジ（大）を水にぬらし、こて台
ベースに置きます。

※スポンジ（大）だけ（クリーニングスポンジ（小）
と水を入れないで）でもお使いになれます。
注意：こてホルダーは、９００S用と９０７・９０８用
は異なります。９００Sと９０７・９０８用を正しく使
いわけてください。（「部品リスト」を参照）
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11. ヒーター切れ・接続コード断線の調べ方
接続コードのプラグをはずし、こて部の
ピン間の抵抗値を測定してください。

a、bの値が上記の値と異なる場合は、
ヒーター（センサー）か接続コードを交
換してください。
cの値が上記の値をこえる場合は、右
図のようにサンドペーパーかスチール
ウールで軽くこすり酸化物を取り除い
てください。

a. ピン４-５間（ヒーター）
b. ピン１-２間（センサー）
c. ピン３-こて先

2.5～3.5Ω（常温時）
43～ 58Ω
2Ω以下

 軽くこする

1.ヒーター切れ ●９０７/９０８の分解の仕方

ヒーター抵抗値（赤） センサー抵抗値（青）

1. 袋ナット①を左に回し保護パイプ②とこて先③を取りは
ずします。

2. ニップル④を左に回して取りはずします。
3. こて先側にヒーター⑥とコード⑪を引っぱり、グリップ⑫
からはずします。

4. アーススプリング⑤をスリーブより抜き取ります。

※ヒーターは常温時に測定してください。
1. ヒーター抵抗値（赤）2.5～3.5Ω
2. センサー抵抗値（青）43～58Ω
抵抗値が異常な場合は、ヒーターを交換してください。
（交換方法は交換部品付属の説明書を参照）

交換後①ピン４とピン１または２の間/ピン５とピン１または２の
間の抵抗値が∞でない場合、ヒーターとセンサーが接触して
います。基盤を傷める原因となりますので、接触しないよう組
み立ててください。②リード線がねじれていないか、アースス
プリングは正しく接続されているか確認するため “a” “b”
“c” の抵抗値を測定してください。
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注意 こて接続コードとレセプタクルの抜き差しは、電源スイッチを切ってから行ってくださ
い。電源が入ったままでは基盤が壊れる可能性があります。

B.接続
1. 接続コードとレセプタクルを接続し
ます。

2. こて部をこて台に置きます。
3. 電源プラグをコンセントに差し込み
ます。必ず設置してご使用くださ
い。電源コードが２芯の場合は、本体
後部のアースターミナルにアース
線をつないで接地してください。

C.温度設定
1. 温度調節ツマミで温度を設定しま
す。

2. 温度調節ツマミをロックします。
本品は温度調節ツマミにロック機
能がついています。（右図参照）
温度設定後、付属の六角レンチを右
に回して、ノブマウント内の六角
ナットを締めます。

注意 六角ナットを締め過ぎないようにしてください。
ロックした状態で温度調節ツマミを回さないようにしてください。

D.電源スイッチを入れる
設定温度に達するとヒーター通電
ランプが点滅します。この時点では
んだ付け可能です。より作業しやす
いように本品は２つのステーション
を右図のように重ねて使用できま
す。

注意 使用しない時は、こて部をこて台に置いてください。

レセプタクル

合わす
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10. トラブル発生時に
警告 ●電源プラグは必ず抜いてください。感電の恐れがあります。

●電源コードが断線した場合は、危険をさけるため、メーカーもしくはサービス代理　
　店、同等の資格のある人により交換される必要があります。

●ヒーター通電ランプが点灯し
ない。

点検：ヒューズが切れていませんか。
対処：なぜヒューズが切れたのかの原因を確認した後、交

換してください。
a. こて部の中でショートしていませんか。
b. アーススプリングがヒーターに接触していません
か。

c. ヒーターリード線がねじれたり短絡したりしてい
ませんか。

点検：電源コードまたは接続プラグがはずれていません
か。

対処：接続する。

点検：接続コードは断線していませんか。
ヒーターは切れていませんか。

対処：ヒーター切れ、接続コード断線の調べ方をご覧くだ
さい。

点検：接続コードは断線していませんか。
対処：接続コード断線の調べ方をご覧ください。

点検：こて先の設定温度が高すぎませんか。
対処：適正温度に設定する。
点検：こて先に酸化物が付着していませんか。
対処：酸化物を取り除く。（「こて先について」を参照）

点検：こて先に酸化物が付着していませんか。
対処：酸化物を取り除く。（「こて先について」を参照）
点検：温度校正はあっていますか。
対処：正しく校正する。

点検：こて先にヒーターが焼きついていませんか。またこ
て先劣化によって膨張していませんか。

対処：こて先とヒーターを交換する。

点検：温度校正はあっていますか。
対処：正しく校正する。

●ヒーター通電ランプは
点灯しているが、
こて先が熱くならない。

●こて先が熱くなったり、
ならなかったりする。

●こて先にはんだがのらない。

●こて先温度が低すぎる。

●こて先がはずれない。

●希望の設定温度が出ない。
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